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奈良地区と飛鳥。藤原地区地図 Maps ofthe Nara and Asuka/Fujiwara Areas
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公開施設

公開施設 Facilities Open to the Public

Facilities(Dpen to the Public

奈良地区 Nara Area

平城富跡資料館
Nara Palace Site Museum

1959年 から継続されてきた発掘調査によって出土したさまざまな
遺物や、建物の復原模型を展示しながら、平城宮についてわかりや

すく説明しています。また、毎年度の発掘調査の速報展も実施します。

公開/休館日を除く毎日9:00～ 16:30(入館は16:00まで)(無料)
休館日/月曜日(月曜が祝日の際は、その翌日)、 年末年始
お知らせ/ボランティアによる解説をおこなっています。(無料)
お間合わせ/奈良文化財研究所管理部文化財情報課 iOフ 42-30-6フ 53・ 6756

遺構展示館
Excavation Site Exhibition Ha‖

発掘調査で見つかつた遺構をその

まま見ることができるほか、第一次

大極殿や内裏の復原模型を展示し

ています。公開、休館日とも平城宮

跡資料館と同様。

朱雀門
Suzaku Cate

朱雀大路に向かって開く平城宮の正問。

発掘調査の成果にもとづいて30年あ

まりの年月をかけて研究を進め、

1998年に建物が復原されました。公開、

休館日とも平城宮跡資料館と同様。

東院庭園
East Palace Carden

平城宮東南隅で発掘された奈良時代

の庭園跡。広いところで60mもある複

雑な形の池を中心にして、橋や周囲

の建物を復原しています。公開、体館

日とも平城宮跡資料館と同様。

奈良文化財研究所では、平城宮跡の公開活動を支援するため、文化庁所有施設の公開に協力していま現

関連公開施設に関する問合せ先 :文化庁平城宮跡等管理事務所 0フ 42‐ 32‐ 5106

藤原地区 FuiWara Area

藤原宮跡資料室
Exhibition Room of Fuliwara lmperiaI Site

飛鳥・藤原地域の宮殿、寺院、古墳などの遺跡の発掘や、

出土遺物 (土器、瓦、木簡など)の調査・研究をおこなう

都城発掘調査部 (飛鳥・藤原地区)が調査。研究成果

の一端を見ていただくために構内に設けた公開・展示

施設です。藤原京がつくられる過程、完成した都の様子、

住民の暮らしぶり、平城京に移った後の姿などについ

て遺物や模型ツ ネヾルで説明しています。

公開/平日9:00～ 16:30(無 料 )
休館日/国民の祝国・休日、年末年始、土、日
お問合わせ/都城発掘調査部(飛鳥・藤原地区):074424‐ 1122

飛鳥地区 Asuka Area

飛鳥資料館
Asuka Histo市 cal Museum

日本に仏教が伝わった6

世紀から藤原に都が移っ

た7世紀末までの歴史を

発掘資料を中心に、最新

の成果を展示し、考古資

料・美術資料・写真パネル

などで解説しています。1

階には図書閲覧室もあり

ます。主要展示品は宮殿、

寺院、石造物、古墳と高松塚古墳の出土品、水時計

の水落遺跡のほか飛鳥寺、山田寺、川原寺など飛鳥

を代表する遺跡の出土品と模型があります。

公開/体館日を除く毎日9:00～ 16:30(入館は16:00ま で)
観覧料/個人:一般260円、高校・大学生130円 、小・中学生無料
団体 (20名以上):一般170円、高校・大学生60円、小・中学生無料

休館日/月曜日(月曜が祝日の際は、その翌日)、年末年始、展示替え期間中

特別展情報/春と秋には飛鳥に関連したテーマの特別展を実施
(特別展会期中は無体)

お知らせ/解説をおこなつています。(事前申込制、無料、平日のみ)
お問合わせ/飛鳥資料館 :0744-54-3561



平城京周辺図 Map of the Nara Capital Site

平城京周辺図 Map ofthe Nara Caphal She
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藤原京周辺図 Map ofthe FuJwara Capkat She
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関連年表 ChrOnological Table

関連年表 ChrOnolo副 cal Table

関連年表  Chronological Table

＞

σ
ω
コ
α
Ｏ
コ
Ｏ
α

一∠
ω
ヽ
ω

Ｏ
ω
Ｏ
〓
ω
一
石
０
く
０
ユ
∽

井
０

ュ
Ｏ
①

Ｏ
”
α
α
一０
∽

σ
＜

濤
Ｊ
一∽

卜
〓
ヨ
０

こ
の
こ
ろ
平
城
旧
京

の
道
路
は
荒
れ
て
水

田
と
な
る

コ
０
二
ヽ
Ｏ
α

ｍ
∃

Ｏ
①
ヽ
ｏ
ヽ
ェ
０
雨

Φ
一
α
一０
∽

平
城
上
皇
が
死
去
す
る

コ
Ｏ
Ｌ
Ｒ
Ｏ
住

ｍ
ヨ

０
０
名
０
ヽ
工
ｏ
一Ｎ
Ｏ
一
コ
Ｊ
Ｏ
く
０
の

お
０

許
す
０

一イ
ω
ヽ
ω

つ
ω
一ω
０
０

平
城
上
皇
が
平
城
富
に
移
る

Ｏ

ω
Ｏ
〓
ω
一
ヨ

０
く
０
∽

汗
０

工
０
一”
う

平
安
京
に
都
を
移
す

Ｏ
ω
Ｏ
富
ω
一
コ
つ
０
く
Φ
∽

お
Ｏ

Ｚ
ω
Ｑ
”
０
声
ω

長
岡
京
に
都
を
移
す

＞

う

ｒ
ｃ
∽
Ｊ
ω
う
】∽

ヽ
Ｏ
σ
Ｏ
〓
一０
う

０
ヽ
Ｏ
ω
た
０

０
Ｃ
洋

一う

引
ｐ
３
Ｑ

唐

で
安
禄
山

の
乱
が
お
き
る

＜
御
σ
ω
一
コ
ω
一”
０
０

０
０
ヨ

０
一０
辞
Ｏ
α

楊
梅
富
が
完
成
す
る

「
ユ
０
∽
汁

∪
９
バ
＜
０

～
ω
一一め

ヽ
ヽ
０
「
】
つ
０
ミ

０
「

道
鏡
が
失
脚
す
る

「
Ｅ章
雪ヽ
ω
ｉω
う
ｏ
一∠
ω
斉ω
ヨ
ω
一０
】∽
ムＯ
σ
Ｏ
〓一０
う
０
０
０
Ｃ
りヽ
一
０
「Ｏ
α
Ｅ
ＯＬ
Ｏ
ぅ
０
ヽ
０
う
０
一ヨ
〓
〓０
５
一ヨ
岳５
一ω
帯Ｃ
ｈＯ
巧
ω
０
０
α
ω
∽
∽許ω
〓汁Ｏ
α

藤
原
伸
麻
呂
の
乱

、
百
万
塔
を
つ
く
り
始
め
る

引
即
Ｏ
Ｊ
一σ
ω
３
ω

５
〇

一∠
ω
ヽ
ω
ヨ

ω
ヽ
０
一め

Ｅ
ｏ
■
∽
一５
Ｑ

ｏ
０
０
Ｅ
、
∽
一
＜
一９
、
９

０
０
α
０

０
Ｃ
汁

一コ
汁
０

０
ヽ
ヽ
０
０
■

Ｚ
ω
召
ω

Ｏ
ω
一ω
ｏ
ｏ

召
０
∃

Ｏ
α
Ｏ
一ｏ
α

橘
奈
良
麻
呂
の
変

、
養
老
律
令
を
施
行

、
平
城
宮
の
改
作

巧
ヽ
一０
り
，
Ｌ
Ｎ
３
Ｎ
す
０
コ
（ω
匈
ユ
一コ
）
ω
Ц
ュ
く
ｏ
∽

～
ヽ
ｏ
「
一
引
ロ
コ
Ｑ

唐
か
ら
鑑
真
が
来
日
す
る

０

０
コ
∽
０
０
ヽ
ω
二

０

コ

Ｊ
Ｏ
一α

Ｏ
一

洋
す
０

コ
①
雪
ユ
＜

ヨ

ゆ
α
０

０
〇

一０
∽
∽
ω
一
口

Ｃ
α
α

Ｊ
ω

ヽ
一Ｏ

Ｃ
ｉ
Ｏ

拇
母

引
Ｏ
α
ω
ｓ
一
辞
０
ヨ

０

一〇

東
大
寺

で
大
仏
の
開
眼
供
養
が
お
こ
な
わ
れ
る

Ｏ

ω
Ｏ
富
ω
一
召
０
洋
ｃ
ヽ
コ
∽

や
Ｏ

Ｚ
ω
葛
ω

都
を
平
城
京
に
も
ど
す

Ｏ

ω
Ｏ
声
ω
一
「
一０
く
０
め

許
Ｏ

Ｚ
ω
コ
一＜

ω

難
波
京
を
都
と
す
る

∽
Ｊ
一Ｑ
ω
一
ω
バ
一
「
ω
一ω
０
０

０
ヽ
０
０
許
Ｏ
α

紫
香
楽
宮
を
つ
く
る

０

０
く
０
ヽ
コ
３

０
う
汁
０
ヽ
α
Ｏ
ヽ
∽

井
Ｊ
Ｏ

Φ
ヽ
０
０
Ｌ
Ｏ
コ

０
ヽ
０
ヽ
０
く
一う
０
一ω
一
舟
Φ
∃

０
一０
め

国
分
寺

の
建
立
を
決
め
る

「
こ
】
雪
ヽ
ω
ｉ
ω

う
ｏ

ェ

ィ
０
許
∽
」
Ｑ
Ｃ
．∽

ヽ
Ｏ
σ
Φ
〓
一０
う

許
ω
声
Φ
∽

る
一ω
０
０
　
（
）
ω
Ｏ
言
ω
一
０
コ
０
く
０
∽

卜
０

バ

〓
う
一

藤
原
広
嗣
の
乱
お
こ
る

恭
仁
京
に
都
を
移
す

の
ヽ
う
ゆ
〓
０
０
Ｘ

０
〇
一α
Ｏ
要
二
〇

０
「
Ｏ
ω
ズ
∽

Ｏ
Ｃ
ｒ

、
ｏ
こ
一
σ
ヽ
０
昔
す
０
「
∽

０
ヽ
洋
す
０

「
こ
Ч
雪
ヽ
ω
ヽ
ω

「
ω
Ｏ
ュ
一＜

（
７
ヽ
Ｅ
Ｏ
Ｊ
ｒ
ヨ
ω
ヽ
９
一。
静
。
し

α
一ｏ

天
然
痘
大
流
行

藤
原
武
智
麻
呂
ら
４
兄
弟
が
死
去
す
る

「
二
う
Ｏ
Φ

一と
ω
Ｑ
ω
＜
ω

～
０
一
Ｏ
Φ
α

汁
０

０
０
衰
〓
ヨ
〓

∽
Ｃ
“０
一α
Φ

Ｏ
コ

∽
Ｃ
∽
０
一０
一ｏ
う

０
う
洋
ヽ
Ｏ
ω
∽
０
コ

長
屋
王
の
変
お
こ
る

ｍ
∃

つ
０
ヽ
０
ヽ
∽
Ｊ
ｏ
コ
ツ
Ｃ

０
５
辞
Ｊ
ヽ
０
う
Ｏ
α

聖
武
天
皇
が
即
位
す
る

≧
き
ｏ
も

∽
き
ｏ
ミ

【Ｏ
Ｊ
一ｏ
ュ
Ｌ
Ｏ

ｏ
ヽ
」
ω
Ｏ
ω
ユ

０
０
ヨ

已
ご
α

日
本
書
紀
が
完
成
す
る

六

Ｏ
Ｈ
ゃ
、

一
コ

ｏ
ｏ
ｏ

一
α
り

ｏ
「
＞

う
０
一〇
３
洋

タ
エ
ω
辞
洋
０
ヽ
∽
〕

ｏ
ｏ
ヨ

０
一０
静
Ｏ
α

一

ｍ
∃

つ
０
ヽ
０
ヽ

Ｘ

ｃ
ω
Ｄ
∽
０
う
⑮

ｏ
、

引
ｐ
ぅ
Ｏ

①
３
ド
Ｊ
ム
ｏ
ぅ
ｏ
α

古
事
記
が
完
成
す
る
　
唐

で
玄
宗
皇
市
が
即
位
す
る

０

ゆ
０
訂
ω
一
ミ
一０
く
０
∽

汁
Ｏ

Ｚ

ω
ヽ
ω

平
城
京
に
都
を
移
す

く
く
ω
α
釦

一Λ
ｐ
一Ｏ
Ｊ
一コ

（
げ
Ａ
ｏ
５
Ｎ
Ｏ

０
〇
一う
）

一り
∽
Ｃ
Ｏ
α
　
卿
ｏ
一〇
Ｏ
ω
主
０
う

０
一
汁
Ｊ
ｏ

（ψ
ω
Ｏ
富
ω
一
卜
０

一∠
ω
ヽ
ω

一の

α
０
〇
一α
ｏ
α

和
同
開
欺
を
発
行
す
る
、
平
城
京
遷
都
を
決
め
る

大
宝
律
令
を
制
定

す
る

「
Ｅ
≡
〓
ヽ
”
ヽ
ω

げ
ｏ
０
０
∃

０
∽

脅
す
０

０
”
０
〓
”
一
〇
ヽ
」
ω
Ｏ
”
５

藤

原
京

に
都

を
移
す

田
∃

や
ヽ
０
の
り

Ｎ
Φ
主
０
コ
‘
ヽ
Ｃ
す
Ｏ
ｇ

Ｏ
、
「
げ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
う
澪
ゴ
ヽ
０
う
Ｏ
α

唐

で
則

天
武
后
が
即
位
す
る

飛
鳥
浄
御

原
律
令

を
制
定
す
る

Ｏ

ｏ
∃

０
工
ω
Ｌ
Ｏ
う

０
「
辞
Ｊ
Ｏ

一コ
〓
り
Ｃ
Ｑ

⑭

一Ｏ
⑮
ω
一
〇
Ｏ
α
Ｏ

ω
コ
α

Ｏ
と
＝
０
一ω
一
す
一り
，
０
ユ
０

０
Ｊ
ヽ
０
３
一０
一０
り

σ
Ｏ
Ｏ
一う
の

律
令

と
国
史

の
編
纂

を
は
じ
め
る

お
▼
〓
”

Ｃ
コ
葛
一ｏ
の

澪
す
０

一ハ
０
ヽ
０
匈
う

０
０
つ
一う
Ｏ
Ｃ
一ω

新

羅
が
朝
鮮
半
島
を
統

一

翼
輯
、鋸
鯉
嘘
胸
努
度
翠
囃
漸
動
嬌
聴
離
監
陣
腿
囃
で
即
位
す
る

は
じ
め
て
戸
籍

（
庚
午
年
籍
）
を
つ
く
る

Ｃ

う
富
Ｏ
α

ヽ
０
ヽ
０
０

０
～
」
ω
Ю
”
３

ω
コ
α

一コ
ｐ
Ｏ
ズ
Ｏ
Ｊ
〇

一０
∽
Ｏ
φ

汗
０

濤
Ｊ
Ｏ

「
げ
う
⑮

ω
要
Ｊ
＜

”
卜

Ｔ
ェ
ω
声
Ｃ
∽
Ｏ
Ｂ
斎
⑪

日
本

・
百
済
連
合

軍

、
白
村
江

で
唐

に
敗
れ
る

ヨ
堅

バ
ω

卿
０
４
０
■
３

α
０
〇
一ω
ヽ
Ｏ
α

大
化
改
新

詔
を
出
す

「
ユ
う
０
〇

一と
ω
Ａ
ｐ
う
０

（ｕ
Ｏ

ω
り
∽
ω
∽
の
一５
ω
汗
０
の

の
Ｏ
⑮
ω

う
ｏ

一ヽ
こ
斎
ω

中
大

兄
皇

子
ら
が
蘇
我

入
鹿

を
暗
殺
す
る

０

０
コ
∽
”
ヽ
Ｅ
Ｏ
と
０
コ

０
一
＜
一ω
ヨ

ω
α
”
α
Ｏ
ｉ
ω

卜
Φ
３

〇
一０

ヴ
Ｏ
⑮
一ぅ
の

山

田
寺

を
つ
く
り
始

め
る

「
ギ
∽
卜
α
Ｏ
一０
０
ω
ｉ
０
５

の
０
ぅ
舟
許
０

「
げ
吾
⑮

（ψ
Ｊ
一コ
ω

第

１
回
の
這
唐
使
派
遣

引
ｐ
Ｄ
Φ

∪
＜
ぅ
０
∽
滑
＜

α
Ｏ
ｉ
０
０
辞
∽

∽

Ｅ
一

唐
が
隋
を
減
ぼ
す

（）
５
０

う
０

一
３
ｐ
Ｏ
バ
０

り
０
つ
洋

井
０

∽

Ｃ
一
Ｏ

Ｊ
一３
ω
】
０
０
コ
∽
汗
ヽ
Ｃ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
う

ｏ
ヽ

工

０

【
＜
Ｃ
ｔ

辞
ｏ
∃

０
一①

げ
Ｏ
Φ

一３
∽

小

野
妹

子
を
隋

に
派
遣
す
る
、
法
隆
寺
を
つ
く
り
始

め
る

∽
ω
バ
ゆ
辞
ω
α
Ｏ
ヽ
ω

舜
０
∃

０
一Ｏ

Φ
ヽ
０
０
沖
Ｏ
α

坂

田
寺

を

つ
く
る

∽
０
く
０
コ
占
Ｏ
①
コ

」力
ヽ
Ｌ
Ｏ
一０

（ψ
Ｏ
つ
り
と
辞
Ｃ
蠍
０
う

０
ヽ
０
∃

Ｅ
一Φ
ω
汁
Ｏ
α

憲
法
十
七
条
を
定

め
る

一石
う
Ｏ
Ｏ
■
ω
一
Ｏ
ω
一”
Ｏ
ｏ

∃

ｏ
く
０
∽

付
０

許
Ｊ
Ｏ

（∪
す
”
■
α
ω

コ
ω
一ω
Ｏ
Ｏ

小
墾

田
宮

に
う

つ
る

聖
徳
太

子
が

国
政
を

つ
か
さ
ど

る

ｍ
∃

つ
ｉ
Ｏ
∽
∽

∽
Ｅ
一斉
０

０
う
ド
Ｊ
ヽ
０
う
Ｏ
α

ω
お
脅
す
０

「
０
＜
Ｃ
、
ω

巧
ω
一ω
０
０
や
＞
・Ｏ
Ｃ
声
ω

推
古
天
皇
が
豊
浦
富

で
即
位
す
る

随
が
中

国
を
統

一
す
る

０

０
コ
の
洋
ヽ
こ
０
と
０
う

０
「
潜
す
０

一と
⑪
斉
Θ
旨

洋
０
ヨ

０
一０

一
″
り
Ｃ
Ａ
ｐ
α
Ｏ
ム
ω
）
σ
Ｏ
Ｏ
一コ
リ

法

興
寺

（
飛
鳥
寺

）
を

つ
く
り
始
め
る

四
Ｅ
α
α
Ｊ
一∽
■
コ
一コ
許
ヽ
Ｏ
α
Ｃ
０
０
α

ヽ
ヽ
Ｏ
∃

　
「
Ｏ
ω
バ
０
す
０
一
六
。
、
Φ
ω

百
済

か
ら
仏
教
が
伝

わ
る

538 588 589 592 593 603 604 606  607 618 630 641  645 646 663 670 673 676 681 689 690  694 701  708
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物 部 守 屋 (-587)MonOnobe no Monya 蘇 我 馬子 (‐ 626)soga no Umako

推 古 天 皇 (554-628)Empress Suiko

聖 徳 太 子 (574-622)Pnnce shotoku

山 背 大 兄 皇 子 (-643)肘 ince YamashiЮ  no 5e

蘇 我 入 鹿 ←645)soga no I「 uka

天 智 天 皇 (626‐ 671)Empemr Tetti

草 壁皇 子 (662-689),市nce Kusakabe

高 市 皇 子 (654-696)Pttnce Takechi

天 武 ズ 皇 (631?‐ 686)Empero「 Tenmu

持 統 天 皇 (645-702)Empress」 た0

長 屋 王 (684-729)肘 ince Nagaya

藤 原 不 比 等 (659-720)Fttmatt no Fuhio

山 上 憶 良 (660-733)Yamanoue no Oku確

大 伴 旅 人 (665-731)Otomo no Tab■ o

桓 武 天 皇 (737‐ 806)Emper∝ Kanmu

聖 武 天 皇 (701-756)Emperor Shamu

光 明 皇 后 (701-760)Empress Consort KOmyO

孝 謙・称 徳 天 皇 (718-770)Empress Kδ ken

道 鏡 (‐ 772)Pnest DOkyO

藤 原 仲 麻 呂 (706-764)Fttmara nO Nakamaro

吉 備 真 備 (693-775)附 bi no Mambi

鑑 真 (688-763)町 iest」 協nzhen(Gattin)

行 基 (668‐ 749)Pぉ est Gy5m

平城 天 皇 (774-824)Empemr HettЫ

最 澄 (766-322)Phest sach6

空 海 (77牛 835)Pnest Kttk謝
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大 伴 家 持 (718‐ 735)otomo nO Yakamoc肘

中 臣鎌 足 (614-669)Nakatoml‐ no‐ Kamatan

僧 曼 (-653)肘 iest Min
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所41也  Location

所在地 Locajon

奈 良 地 区
Nara Area

奈良文化財研究所本館
Headquarters of institute

630‐8577 奈良市三二条町2‐ 9‐ 1
管理部   管理課    Te1 0フ 42‐ 30-6フ33

業務課    Te10742-30-6739
文化財情報課 Te10742-30‐ 6フ53

企画調整部 文化遺産部 埋蔵文化財センター
Te1 0フ42-30-6852

都城発掘調査部 (平城地区)Te1 0フ42‐ 30‐6832
2‐9‐ 1, N晰 o‐chO,Nara City 630‐ 8577」apan

ホームページhttp://w― inabunkenigo.jp

Fax 0742‐30‐6730
Fax 0742-30-6730
FaX Oフ 42‐ 30‐6フ50

Fax Oフ 42-30-6841
FaX 0742‐30‐6830

都城発掘調査部 (飛鳥・藤原地区)
DeparLment ofimperiaI Palace Sites investigations(Asuka/Fujiwara)

634-0025橿原市木之本町94-1
Te1 0フ44‐ 24‐ 1122/Fax Oフ 44‐21‐6390
94‐ 1,Kinomoto― cho,Kashihara City 634-0025」 apan

飛鳥資料館
Asuka Historical Museum

634-0102奈良県高市部明日香村奥山601
Te1 0フ44-54-3561/Fax 0744-54-3563
601,Okuyama,Asuka ViWage,Takaichi Countゝ Nara Prefecture 634-010?」apan

i―modett  http://asuka.nabunken.jp/i/
j― phonett  http://asuka nabunken jp/i/

ezwebtt   http://asuka.nabunken ip/ez/

飛 鳥 ・ 藤 原 地 区
Asuka/Fu∫ iwara Area
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